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春
闘
終
盤
の
取
り
組
み
で
前
進
を
勝
ち
取
ろ
う

全
国
で
ス
ト
ラ
イ
キ
や
集
会
が
盛
ん
に
開
催

　 

春
闘
終
盤
と
な
り
、
各
組
織
で
賃
上
げ
や
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
労
連
加
盟
の
全
国
産
業
別
組
織
や
春
闘
共
闘
と
し
て
闘
う
組

織
で
は
、
全
国
一
斉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
集
会
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
こ
の
高
知
県
で
も

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業
を
越
え
た
大
き
な
共
同
の
闘
い
が
、
日

本
独
自
の
「
春
闘
」
の
特
徴
で
す
。
全
国
一
斉
の
取
り
組
み
も
含
め
、
春
闘
を
前

進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中央郵便局前での様子

 
全
国
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入

　 

３
月
１
９
日
、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ

オ
ン
高
知
支
部
（郵
政
ユ
ニ
オ
ン
）
は
、
中

央
郵
便
局
前
で
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
労
連
加
盟
組
織
を

は
じ
め
、
中
立
労
働
組
合
や
政
党
か
ら

約
３
０
名
が
参
加
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
支

援
と
労
働
者
の
連
帯
を
確
認
し
ま
し
た
。

　 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
前
日
ま
で
に
７
回
の
中

央
交
渉
を
重
ね
、
労
働
者
の
処
遇
改
善

や
均
等
待
遇
の
実
現
、
大
幅
増
員
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
切
実
な
生

活
実
態
や
職
場
の
実
態
を
出
し
な
が

ら
、
要
求
の
実
現
を
会
社
に
迫
り
ま
し

た
が
、
４
年
連
続
と
な
る
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答

に
加
え
、
配
偶
者
への
扶
養
手
当
の
廃

止
・
削
減
な
ど
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　 

こ
の
よ
う
な
不
誠
実
な
回
答
に
抗
議

し
、
要
求
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
１

３
拠
点
、
２
５
職
場
で
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
で
は
、
１

名
の
組
合
員
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
ま

　
春
、
桜
の
季
節
、
２
軒

と
な
り
に
引
っ
越
し
て
丸
１

年
が
過
ぎ
、
毎
日
衣
食
住

だ
け
は
何
と
か
キ
ー
プ
し
て

針路

副知事要請の様子

重
税
反
対
統
一
行
動

　 

３
月
１
３
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
４
階

で
「
３
・
１
３
重
税
反
対
統
一
行
動
高

知
中
央
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の

中
小
企
業
の
経
営
者
を
は
じ
め
、
県
労

連
加
盟
組
織
な
ど
か
ら
２
８
０
名
が
参

加
し
、
今
年
１
０
月
の
消
費
税
１
０
％

への
増
税
中
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　 

集
会
で
は
、
県
労
連
か
ら
筒
井
委
員

長
、
日
本
共
産
党
高
知
県
委
員
会
か

ら
松
本
顕
治
氏
が
連
帯
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
で
５
０
回
目
を
迎
え
る

重
税
反
対
統
一
行
動
で
は
、
毎
月
勤

労
統
計
調
査
の
デ
ー
タ
偽
装
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
か
さ
増
し
疑
惑
に
つ
い
て
、
十
分
な
調

査
や
説
明
も
な
い
ま
ま
で
の
消
費
税
の

増
税
に
断
固
反
対
の
声
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
集
会
で
は
、
中
央
郵
便
局
前
で

シ
ュプ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
団
結
が
ん
ば
ろ
ー
を

行
い
、
最
後
ま
で
闘
い
抜
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
！

し
た
。

　 

ま
た
、
集
会
の
中
で
行
わ
れ
た
ミ
ニ

学
習
会
で
は
、
高
知
民
商
の
牧
事
務
局

長
が
講
師
を
務
め
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」の
説
明
と
問
題
点
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
消
費
税
分
を
価
格
転

嫁
で
き
て
い
な
い
中
小
零
細
企
業
か
ら
も

税
を
徴
収
す
る
制
度
の
問
題
点
と
と
も

に
、
複
数
税
率
の
難
解
さ
、
キ
ャ
ッ
ス
レ

ス
決
済
が
で
き
な
い
地
域
の
現
状
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　 

集
会
後
は
、
丸
の
内
緑
地
か
ら
帯
屋

町
を
抜
け
、
高
知
税
務
署
ま
で
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。
デ
モ
終
了
後
は
、
高

知
民
商
の
集
団
申
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

は
い
ま
す
が
、
荷
物
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

で
も
、
日
当
た
り
抜
群
で
毎
日
布
団
を

干
せ
る
の
が
嬉
し
く
て
、
寝
床
に
入
る
時

の
幸
福
感
は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
▲
こ
れ

に
水
を
差
し
た
の
が
、
こ
の
４
月
１
日
の

新
元
号
「
令
和
」
の
政
府
発
表
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
の
過
熱
報
道
で
統

一
地
方
選
挙
前
半
の
道
府
県
選
挙
戦
が

か
す
ん
で
投
票
率
は
下
が
り
、
自
民
・公

明
・維
新
を
喜
ば
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
▲

安
倍
政
権
の
女
性
活
躍
打
ち
出
し
の

「
男
女
共
同
参
画
推
進
法
」
後
、
初
め

て
の
大
型
選
挙
で
す
が
、
女
性
議
員
は

２
３
７
人
と
全
体
の
わ
ず
か
１
割
「
指

導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
２

０
２
０
年
ま
で
に
３
０
％
に
」
と
は
ほ
ど

遠
く
、
政
治
の
世
界
も
男
性
偏
重
の
結

果
と
い
え
ま
す
▲
唯
一
気
分
が
よ
か
っ
た

の
は
イ
チ
ロ
ー
が
国
民
栄
誉
賞
を
三
度

も
断
っ
た
こ
と
。
さ
す
が
イ
チ
ロ
ー
、

あ
っ
ぱ
れ
！
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
日
産
ゴ
ー
ン
よ
り

も
福
島
原
発
事
故
の
被
災
者
の
現
状
、

沖
縄
辺
野
古
の
埋
め
立
て
、
高
江
の
ヘリ

パ
ッ
ド
テ
ン
ト
強
制
撤
去
、
安
倍
麻
生
道

路
の
忖
度
を
き
ち
ん
と
報
道
し
ろ
と
言

い
た
い
▲
「
江
戸
の
敵
を
長
崎
で
」
で
、

み
な
さ
ん
、
統
一
地
方
選
挙
後
半
と

大
阪
・
沖
縄
補
選
、
夏
の
参
議
院
選
で

自
民
・
公
明
・
維
新
に
一
泡
吹
か
せ
て

や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ね
！(

畑)
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第９０回メーデー高知県中央集会
初
め
て
の
「
メ
ー
デ
ー
」

　 

１
８
８
６
年
５
月
１
日
に
ア

メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
労
働
組

合
が
８
時
間
労
働
制
を
求
め

て
ス
ト
ラ
イ
キ
・
デ
モ
行
進

を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。
こ
の
際
、
ア
メ
リ

カ
の
労
働
者
は
、
８
時
間
は

「
仕
事
」
の
た
め
に
、
８
時
間

は
「
休
息
」
の
た
め
に
、
残

り
の
８
時
間
は
「
好
き
な
こ

と
」
の
た
め
に
、
と
訴
え
ま

し
た
。
当
時
の
労
働
者
は
、

低
賃
金
で
１
日
１
２
時
間
以

上
働
か
さ
れ
る
な
ど
、
過

酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め

第
９
０
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集
会

～タイムスケジュール～

　９：２０～　うたごえ

１０ ：００～　開会

１０：４５～　デモ行進

１１：４５～　ﾌﾟﾗｶｰﾄﾞｺﾝｸｰﾙ

１２：３０～　大交流会

特集

 

　 

５
月
１
日
は
第
９
０
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集
会
で
す
。
９
０
回

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
「
労
働
者
の
祭
典
」
メ
ー
デ
ー
。
メ
ー
デ
ー
の

歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
労
働
者
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
権
利
と
安
倍

政
権
が
狙
う
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

に
労
働
者
自
ら
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　 

３
年
後
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
第
２
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立
大
会
で
は
、
８
時

間
労
働
制
実
現
の
デ
モ
を
行
う
こ
と
が

決
議
さ
れ
、
さ
ら
に
５
月
１
日
を
労
働

運
動
の
日
に
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
以

降
、
メ
ー
デ
ー
は
国
際
社
会
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

８
時
間
労
働
制
の
誕
生

　 

こ
の
よ
う
な
運
動
の
中
、
１
９
１
７
年

に
ロ
シ
ア
で
初
め
て
８
時
間
労
働
制
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
も
法
律
が
整

備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
１

９
４
７
年
に
新
労
働
基
準
法
で
８
時
間

労
働
制
が
成
立
し
ま
し
た
。
今
日
の「
８

時
間
労
働
」は
、
初
め
か
ら
あ
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
労
働
者
が
資
本
や
政
治
と

の
闘
い
の
中
で
勝
ち
取
っ
て
き
た
も
の
な

の
で
す
。

全
国
で
メ
ー
デ
ー
は
開
催

　 
全
国
で
は
、
３
０
０
ヵ
所
以
上
で
１
７

万
人
も
の
労
働
者
が
メ
ー
デ
ー
に
参
加

し
、
賃
上
げ
や
憲
法
守
れ
の
声
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
東
京
の
代
々
木
公
園
で
開

催
さ
れ
た
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
へは
２

万
人
、
高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
、

約
１
０
０
０
人
の
労
働
者
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
高
知
県
で
は
「
労
働
者
、
県
民

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平

和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
と
住

み
よ
い
高
知
を
め
ざ
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
デ
モ
行
進
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　【
日
程
】
５
月
１
日

（水
）
９
時
２
０
分
～

　【
場
所
】
高
知
市
中
央
公
園

（南
側
）

メ
ー
デ
ー
大
交
流
会

　【
日
程
】　
５
月
１
日

（水
）
１
２
時
３
０
分
～

　【
場
所
】　
高
知
城
ホ
ー
ル
４
階

　
※
お
弁
当
を
高
知
城
ホ
ー
ル
で
販
売
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
必
要
な
組
織
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

２００７年アメリカのメーデー

当時のメーデー

労
働
者
の
願
い
に
背
く
安
倍
政
権

 

　
し
か
し
今
、
労
働
者
が
勝
ち
取
っ
た

「
８
時
間
労
働
」
の
権
利
が
、
根
底
か
ら

破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
安
倍

首
相
は
「
岩
盤
規
制
」
と
し
て
、
労
働

基
準
法
の
改
悪
を
進
め
て
い
ま
す
。「
残

業
代
ゼ
ロ
」
の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
や
「
過
労
死
容
認
」
と
な
る
１
０

０
時
間
未
満
の
残
業
を
認
め
る
残
業
時

間
の
上
限
規
制
な
ど
、
労
働
者
の
願
い

を
踏
み
に
じ
る
政
治
を
強
行
し
て
い
ま

す
。

　 

安
倍
政
権
は
、
裁
量
労
働
制
の
拡
大

を
狙
っ
た「
労
働
時
間
が
減
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
」
の
偽
装
な
ど
、
議
論
の
土
台

と
な
る
デ
ー
タ
に
す
ら
手
を
加
え
、
自

分
た
ち
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
国
民
を
騙

し
て
い
ま
す
。
問
題
と
な
っ
た
毎
月
勤

労
統
計
調
査
の
デ
ー
タ
偽
装
も
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
と
い
う
虚
像
を
創
り
出

し
、
消
費
税
の
増
税
を
強
行
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
国
民
を
あ
ま
り
に
も
馬

鹿
に
し
た
姿
勢
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

メ
ー
デ
ー
準
備
も
着
々
と

　 

５
月
１
日
の
メ
ー
デ
ー
に
向
け
、
各

組
織
で
も
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
医
労
連
で
は
、
デ
モ
行
進
で

の
ア
ピ
ー
ル
と
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
勝
を
め
ざ
し
、
飾
り
付
け
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　 

各
組
織
で
も
、
要
求
や
主
張
を
市

民
や
通
行
人
へア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

医労連のみなさん
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国
民
平
和
大
行
進
の
日
程

　 

県
労
連
青
年
部
は
３
月
３
０

日
、
最
低
賃
金
に
関
す
る
学

習
交
流
会
を
開
催
し
、
１
１
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

県
労
連
の
牧
書
記
長
か
ら
最
低

賃
金
制
度
の
ミ
ニ
講
演
が
行
わ

れ
、
最
低
賃
金
の
格
差
に
つ
い

て
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目

安
制
度
（Ａ
～
Ｄ
ラ
ン
ク
分
け
）

や
正
規
と
非
正
規
、
男
女
の

賃
金
格
差
が
果
た
し
て
妥
当
な

の
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　 

そ
の
後
、
物
を
地
域
と
ネ
ッ

ト
で
買
う
こ
と
の
違
い
を
地
域

経
済
の
循
環
で
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
な
も
の
は
地
域
で
買
う
が
、

最
賃
審
議
委
員
ま
た
も
不
当
任
命

　 

４
月
１
日
、
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
労
働
者
側
委
員
に
立
候
補
し
た
県

労
連
加
盟
組
織
の
４
名
が
落
選
し
、
５
名
と
も
連
合
加
盟
労
組
か
ら
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
政
府
に
よ
る
明
ら
か
な
組
合
差
別
で
あ
り
、
不
当
任
命
の
禁
止
と
労
働
者

側
委
員
の
公
正
な
任
命
が
切
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
総
合
判
断
」
の
不
透
明
さ
露
呈

　 

３
月
２
５
日
に
は
、
労
働
局
に
対
し

「
委
員
の
公
正
任
命
を
求
め
る
」
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
要
請
で
は
、
委
員
の

任
命
権
者
で
あ
る
労
働
局
長
が
出
席
し

な
い
こ
と
に
対
し
て
強
く
抗
議
を
行
っ
た

後
、
任
命
す
る
際
の
「
総
合
判
断
」
に

つ
い
て
、
ま
っ
た
く
基
準
が
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
毎
月
勤
労
統
計
調

査
の
デ
ー
タ
偽
装
が
明
ら
か
に
な
る
な

県労連青年部が最低賃金の学習会を実施

ど
、
公
的
機
関
の
意
思
決
定
に
関
す
る

流
れ
の
透
明
性
が
こ
れ
ほ
ど
求
め
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
過
が
ま
っ

た
く
説
明
で
き
な
い
任
命
で
い
い
の
か
」

「
行
政
に
よ
る
明
ら
か
な
組
合
差
別
で
あ

る
」
な
ど
、
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
対
応
し
た
前
田
賃
金
室
長

は
、「
労
働
局
長
に
伝
え
る
」
と
述
べ
る

に
留
ま
り
ま
し
た
。

３
０
年
続
く
組
合
差
別
の
是
正
を

　 

１
９
８
９
年
の
労
働
戦
線
再
編

（全

労
連
と
連
合
へ分
か
れ
た
）
以
降
、
労

働
者
側
委
員
を
連
合
が
独
占
し
続
け
て

い
ま
す
。
県
の
労
働
委
員
や
労
働
審
判

委
員
で
は
、
連
合
４
名
に
対
し
て
県
労

連
が
１
名
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
政
府
が
意
図
的
に
組
合
差
別
を

続
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
総
合
判
断
」
の
不
透
明
さ
も
、
全
労

連
（県
労
連
）
排
除
あ
り
き
の
姿
勢
が

作
り
出
し
た
矛
盾
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

　 

県
労
連
で
は
、
組
合
差
別
を
是
正
さ

せ
る
た
め
連
合
高
知
と
も
話
し
合
い
な
が

ら
、
委
員
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

５月０６日(月)１２ ： ３０　宿毛 ・ 愛媛合同出発式

　              　 １３ ： ３０　宿毛市

                    １６ ： ００　大月町

５月０７日(火)１８ ： ００　土佐清水市

５月０８日(水)１７ ： ３０　四万十市

５月０９日(木)１８ ： ００ 　四万十町

５月１０日(金)１７ ： ３０　土佐町　※２コースに

                    １８ ： ００　須崎市　    　 　　分ける

５月１１日(土)１０ ： ３０　越知町

                    １３ ： ３０　佐川町

                    １７ ： ００　いの町

５月１２日(日)１３ ： ３０　高知市(能茶山交差点)

                    １３ ： ３０　高知市(高知大前)

                    １４ ： １５　高知市(旭イオン前)

                    １４ ： ００　高知市(新婦人事務所)

                    １４ ： ００　高知市(潮江水道局前)

                    １４ ： ００　高知市(交通公園前)

   集結集会　１５ ： ３０　高知市丸ノ内緑地

                    １７ ： ３０　南国市

５月１３日(月)１７ ： ３０　香美市

５月１４日(火)１７ ： ３０　香南市

５月１５日(水)１７ ： ３０　芸西村

５月１６日(木)１８ ： ００　安芸市

５月１７日(金)１７ ： ３０　安田町

５月１８日(土)１０ ： ００　室戸市

５月１９日(日)１１ ： １５　東洋町(徳島へ引き継ぎ)

核兵器のない日本の実現に向け、ぜひ地域の平和行進

にご参加ください。

※スケジュールについては、 変動の可能性があります。

そ
う
で
な
い
も
の
は
安
い
も
の
を
ネ
ッ
ト

で
選
ん
で
買
う
」と
い
う
意
見
も
出
さ

れ
、
改
め
て
賃
金
の
引
き
上
げ
の
必

要
性
と
私
た
ち
一
人
一
人
の
意
識
に
つ

い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
学
習
会
後
は
、
高
知
城
で

の
お
花
見
を
行
い
交
流
し
ま
し
た
。

筒井委員長が要請書を提出

県教組が辞令交付式前宣伝を実施

　 

県
教
組
は
４
月
１
日
、
県

の
教
育
委
員
会
の
辞
令
交

付
式
に
合
わ
せ
、
高
知
県

立
美
術
館
ホ
ー
ル
前
で「
新

採
お
め
で
と
う
」の
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
に
よ
る
組
合
差
別
の
是
正
を



(4）２０１９年４月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２２０

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル[

高

知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い

ま
す]

）
締
め
切
り
は
５
月
８

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

クロスワードパズル 当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
１
９
号
の
答
え
は
「
ジ
ユ
ケ

ン
セ
イ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

池
田　

康
人　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

式
地　

由
記
枝　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

浜
渦　

美
智　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①――無臭、――乾燥　③青年よ――を抱け　⑤隣りあい。

――する土地　⑦カツレツの略　⑧使いみち。――不明金　

⑩舞台で下手の対　⑫顔に――を塗る　⑭あした――になあ

れ　⑯――労働者

【タテのカギ】 ①――無体

（強制すること）　②人家。

古――カフェ　③エトの第五

　④ジェラシー　⑥電光――

の早業　⑧各地にある日銀

の――　⑨寝る場所、ねや

　⑪既定の対。日時――　

⑬――若男女　⑮ピンから

――まで

川
柳
コ
ー
ナ
ー

○新しく人が入ってきましたが、 教えるのが難しいです。 自分

が本当に理解していないと痛感させられます。 自治労連 （Ｈ・

T）

○仕事の息抜きにクロスワードパズルを楽しみにしています。ｅ

メールで応募しようと思ったのですが、老眼にはメールアドレス

が読みとれず...。アルファベットがもう少し大きく表示していただ

けるとうれしいです。 自治労連 （Ｈ ・ Ｍ）

○今年の２月は例年よりすごく暖かかった印象があります。その

せいで毎年恒例のスノボーが行けなくて残念でした。自治労連

（Ｈ ・ Ｔ）

○菜の花やスイセンなど春の訪れを感じますが、まだまだ春夕

は寒いです。 春が待ち遠しいです。 自治労連 （Ｓ ・ Ｍ）

○はじめて書いてみました。毎回、色々お手紙で勉強させても

らってます。 当たりますよ～に。 自治労連 （Ｓ ・Ｙ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

沢山の投稿をお待ちしています

元
号
と
新
札
で
支
持
を
買
わ
ん
と
す

新
札
で
よ
う
や
く
思
い
出
す
二
千
円

カギを解き二重枠の文字を

並べてできる言葉は？

春
冷
え
に
元
号
日
本
だ
け
と
知
る

　

５・３憲法施行７２周年県民のつどい

【日  程】　2019年5月3日(金・祝)14:00～

【場  所】　高知城ホール4階

【講  師】　森　英樹さん(名古屋大学名誉教授)

【内  容】　代替わりでどうなる憲法どうする憲法

【参加費】　1000円

国民大運動実行委員会2019 年度総会

【日  程】　2019年5月25日(土)14:00～

【場  所】　高知城ホール2階

【講  師】　梶川　憲さん(京都総評議長)

【内  容】　「京都市長選挙、京都府知事選挙の闘い

　　　　　　　　　　　　　　　と教訓に学ぶ」

こ
レ
イ
ー
ワ
　
み
ん
な
が
納
得
　
新
年
号

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

さ
ス
ガ
で
す
　
ク
ー
ル
に
発
表
　
菅
長
官

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

元号の秘密

　 

元
号
は
、
も
と
も
と
古
代

中
国
の
「
皇
帝
は
国
民
も
時

間
を
も
支
配
す
る
」
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
始
ま
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
、
７
世
紀
か
ら
８
世

紀
に
か
け
て
元
号
制
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　 

江
戸
時
代
ま
で
災
害

や
お
め
で
た
い
こ
と
を
理

由
に
元
号
を
改
元
し
て
き

ま
し
た
。
明
治
政
府
の
下

で
、
天
皇
の
威
厳
を
高
め

る
た
め
に
１
８
６
８
年
「
一
世

一
元
」
を
制
度
化
し
ま
し
た
。

　 

戦
後
、
元
号
制
度
は
「
登

極
令
」
の
廃
止
に
よ
っ
て
法
的

根
拠
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

「
天
皇
の
元
首
化
」
を
め
ざ
す

自
民
党
政
府
に
よ
っ
て
、
１
９

７
９
年
に
元
号
制
度
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。

　 

元
号
な
ど
の
紀
年

法
は
、
民
族
や
宗
教

に
よ
っ
て
独
自
の
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
現

在
で
は
西
暦
が
世
界
の

標
準
と
な
っ
て
お
り
、

中
国
で
も
１
９
１
１
年

に
元
号
は
廃
止
さ
れ
て

お
り
、
元
号
を
使
用
し
て
い
る

の
は
、
世
界
で
日
本
だ
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。

二
千
円
差
別
守
礼
の
門
に
涙


